
夜
間
中
学
を
必
要
と
す
る
方
々
の
ニ
ー

ズ
を
で
き
る
限
り
把
握
す
る
た
め
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
効
果
的
な
調

査
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
令
和

６
年
度
に
行
う
ニ
ー
ズ
調
査
な
ど
の
状

況
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。（
教
育
長
）

　
　

補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業
は
、
50

歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
狭
い
範
囲
を
対
象

に
試
行
的
に
実
施
し
て
き
た
。
75
歳
以

上
の
加
齢
性
難
聴
の
方
が
対
象
に
な
ら

な
い
制
度
で
あ
り
、
市
民
か
ら
も
強
い

要
望
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
対
象
年
齢
を

撤
廃
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

令
和
６
年
度
か
ら
は
事
業
の
期
間

を
定
め
ず
助
成
件
数
も
多
く
見
込
ん
で

予
算
額
を
拡
充
す
る
。
対
象
年
齢
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
施
策
を
検
討
す
る
中

で
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

対
象
と
す
る
こ
と
も
検
討
項
目
の
一
つ

と
考
え
る
が
、
現
時
点
で
活
用
実
績
が

増
え
て
き
て
お
り
、
ま
ず
は
拡
充
効
果

を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。
進
出
企
業

や
市
内
企
業
の
意
見
を
踏
ま
え
、
よ
り

活
用
で
き
る
制
度
と
な
る
よ
う
努
め
る
。

　
　

通
船
川
貯
木
場
は
第
一
貯
木
場
の

杭く
い

抜
き
工
事
を
終
え
た
後
、
令
和
８
年

度
か
ら
県
河
川
管
理
課
に
移
管
さ
れ
る

予
定
で
あ
り
、
今
後
の
活
用
の
取
り
組

み
は
、
県
と
協
議
・
研
究
し
て
い
く
と

聞
い
て
い
る
。
市
民
が
歴
史
に
思
い
を

は
せ
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
水
辺
空
間
の
整
備
が
必
要

と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　

貯
木
場
の
活
用
方
法
は
、
よ
り
多

く
の
市
民
の
声
を
聴
き
、
議
員
ご
提
案

の
水
辺
空
間
と
し
て
の
整
備
を
含
め
、

管
理
者
の
県
と
意
見
交
換
し
て
い
く
。

　
　

今
回
、
財
政
調
整
基
金
に
１
０
０

億
円
を
上
回
る
一
定
の
備
え
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
緊
急
時
に
お
い
て
こ
れ
ま

で
の
対
応
が
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。

決
算
剰
余
金
や
不
動
産
売
り
払
い
収
入

を
積
み
増
す
こ
と
で
、
緊
急
時
に
必
要

な
一
定
の
水
準
を
確
保
し
て
い
く
。

　
　

増
加
す
る
救
急
要
請
に
迅
速
に
対

応
す
る
た
め
、
救
急
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

に
取
り
組
む
べ
き
と
会
派
で
要
望
し
て

き
た
。
結
果
と
し
て
令
和
６
年
度
予
算

案
に
盛
り
込
ま
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
に

事
業
を
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　

本
事
業
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ

り
救
急
活
動
に
お
け
る
情
報
伝
達
の
効

率
化
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
医
療
機
関

の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

事
業
概
要
や
導
入
効
果
な
ど
を
丁
寧
に

説
明
し
、
新
年
度
運
用
を
開
始
す
る
。

夜
間
中
学
設
置
の
早
期
実
現
と



補
聴
器
購
入
費
助
成
の
対
象
拡
大

　
　

夜
間
中
学
が
県
と
政
令
市
の
い
ず

れ
に
も
設
置
さ
れ
て
い
な
い
自
治
体
は

本
県
と
本
市
の
み
で
あ
る
。
本
市
も
長

期
的
不
登
校
が
増
加
し
て
お
り
、
設
置

を
急
ぐ
べ
き
と
考
え
る
。
本
市
が
計
画

し
て
い
る
設
置
検
討
の
ニ
ー
ズ
調
査
の

対
象
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

　
　

高
齢
の
方
や
不
登
校
経
験
者
な
ど
、

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
の
拡
充
と



通
船
川
貯
木
場
の
活
用

　
　

仙
台
市
な
ど
は
市
外
に
本
社
を
置

く
企
業
も
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
の
対

象
と
し
て
い
る
。
本
市
も
制
度
を
拡
充

し
、
人
口
減
対
策
・
若
者
の
転
出
抑
制

に
つ
な
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

本
年
度
か
ら
、
支
援
対
象
と
な
る

従
業
員
の
要
件
拡
大
な
ど
制
度
の
拡
充

を
行
っ
て
い
る
。
市
外
本
社
の
企
業
を

財
政
調
整
基
金
の
目
標
額
設
定
と



救
急
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
事
業

　
　

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
へ
の
対

応
で
、
本
市
は
財
政
調
整
基
金
を
約
75

億
円
取
り
崩
し
、
多
く
の
事
業
を
実
施

し
た
。
こ
れ
ま
で
、
過
去
の
除
排
雪
費

用
か
ら
80
億
円
を
基
金
残
高
の
一
つ
の

基
準
と
し
て
い
た
が
、
今
回
の
経
験
を

踏
ま
え
、
積
立
目
標
額
を
よ
り
高
く
設

定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

本
市
の
魅
力
的
な
資
源
を
生
か
し

た
若
者
の
交
流
の
場
づ
く
り
は
大
切
。

今
後
も
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
イ
ベ

ン
ト
の
支
援
を
行
い
、
結
婚
を
希
望
す

る
人
に
出
会
い
の
機
会
が
増
え
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

性
別
役
割
分
担
の「
無
意
識
の
思

い
込
み
」解
消
の
取
り
組
み
と
し
て
、

男
性
の
育
児
休
業
取
得
を
推
進
し
、
男

女
の
家
事
・
育
児
分
担
の
平
等
化
が
必

要
と
考
え
る
が
、
本
市
の
課
題
と
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

女
性
が
キ
ャ
リ
ア
を
中
断
す
る
こ

と
な
く
働
き
続
け
る
た
め
に
は
、
固
定

的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
の
解
消
と
、

男
性
の
家
庭
生
活
へ
の
参
画
が
重
要
。

男
性
の
育
児
休
業
取
得
奨
励
金
の
支
給

や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
、
意
識
啓
発

と
職
場
環
境
の
整
備
促
進
に
取
り
組
む
。

窓
口
を
開
設
し
て
各
種
支
援
の
相
談
や

受
け
付
け
を
行
っ
て
お
り
、
新
年
度
は

統
括
政
策
監
を
リ
ー
ダ
ー
に
、
き
め
細

か
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。
今
後
も
職

員
の
勤
務
環
境
に
配
慮
し
つ
つ
、
一
日

も
早
い
生
活
再
建
に
向
け
て
取
り
組
む
。

　
　

本
市
で
は
、
休
日
の
部
活
動
は
実

施
し
な
い
こ
と
を
前
提
に
中
学
校
部
活

動
の
在
り
方
を
変
更
し
、
地
域
へ
移
行

す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
各
学

校
が
主
導
的
に
進
め
る
に
は
限
界
が
あ

る
た
め
、
教
育
委
員
会
の
丁
寧
な
伴
走

型
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

市
独
自
の
指
導
者
謝
金
の
補
助
制

度
を
整
え
て
実
施
主
体
の
立
ち
上
げ
や

運
営
支
援
を
行
う
他
、
学
校
支
援
課
内

に
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
室
を
新
設
し
、

学
校
や
地
域
と
連
携
・
協
働
し
て
持
続

可
能
な
活
動
環
境
を
築
く
。（
教
育
長
）

出
会
い
支
援
の
強
化
と



性
別
役
割
分
担
意
識
の
変
革
を

　
　

少
子
化
対
策
と
し
て
、
安
心
・
安

全
な
出
会
い
の
場
の
拡
充
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
な
ど
の
文

化
的
資
源
を
活
用
し
て
、
地
域
だ
け
で

は
な
く
全
国
の
若
者
が
集
い
、
交
流
を

図
る
中
で
、
自
然
な
形
で
交
際
に
つ
な

が
る
よ
う
な
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

被
災
者
支
援
と
職
員
体
制
と



部
活
動
の
地
域
移
行

　
　

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の
被
害

か
ら
の
生
活
再
建
に
は
時
間
が
か
か
る
。

被
災
者
の
心
情
に
寄
り
添
っ
た
長
期
的

な
支
援
体
制
の
構
築
が
不
可
欠
な
反
面
、

市
職
員
の
負
担
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
長
期
的
な
被
災
者
支
援
と
職
員
体

制
の
確
保
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

　
　

現
在
市
内
10
カ
所
に
被
災
相
談 

代
　
表
　
質
　
問
　
の
　
要
　
旨

新潟市公明党
佐藤　誠

ともに躍動する
新潟

細野　弘康

日本共産党
新潟市議会議員団

飯塚　孝子

新市民クラブ
志田　常佳

新風でにいがたを
維新する会
小柳　聡

▼

各
会
派
の
代
表
８
人
が
、
市
長
・
教
育
長
・
水
道
事
業
管
理
者
に
対
し
、
施
政
方
針
な
ど
を
問
う
代
表
質

問
を
行
い
ま
し
た
。
質
問
は
主
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼



の
末
尾
に
か
っ
こ
書
き
の
記
載
が
な
い
答
弁
は
、
全
て
市
長
答
弁
で
す
。

い
て
は
植
物
工
場
の
誘
致
な
ど
ス
マ
ー

ト
農
業
の
推
進
へ
の
取
り
組
み
を
進
め

て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
成
長
が
期
待
さ

れ
る
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
の

誘
致
や
脱
炭
素
化
へ
の
支
援
な
ど
、
本

市
の
経
済
成
長
と
持
続
可
能
な
社
会
の

構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　
　

新
潟
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
未
来
構

想
会
議
で
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

の
被
害
を
受
け
現
状
使
用
で
き
な
い
鳥

屋
野
潟
運
動
公
園
野
球
場
の
鳥
屋
野
潟

南
部
へ
の
移
転
を
早
期
に
議
論
す
べ
き

と
の
意
見
が
あ
っ
た
と
聞
く
。
同
会
議

の
提
言
に
寄
せ
る
期
待
と
展
望
を
伺
う
。

　
　

鳥
屋
野
野
球
場
は
老
朽
化
や
耐
震

性
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
移
転
も
視
野

に
入
れ
総
合
的
に
検
討
す
る
。
提
言
を

参
考
に
、
活
力
あ
ふ
れ
る
明
る
い
未
来

に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

企
業
誘
致
の
取
り
組
み
と



ス
ポ
ー
ツ
施
設
未
来
構
想
会
議
の
提
言

　
　

今
後
期
待
さ
れ
る
産
業
と
し
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
使
っ
た
ア
グ
リ
テ
ッ
ク

が
あ
る
。
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
を
さ
ら
に
生
か
す
に
は
、
１
次
、
２

次
、
３
次
産
業
を
複
合
・
連
携
さ
せ
る

企
業
誘
致
を
行
い
、
地
域
経
済
を
伸
ば

す
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　

ア
グ
リ
テ
ッ
ク
・
農
業
分
野
に
お
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